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　本書では、情報技術の利活用を通して重要にな
る情報ならびに情報技術に係る倫理についての
様々な考え方を紹介します。本書により①倫理と
情報技術についての用語を理解②情報技術開発で
必要となる倫理面での課題と解決手法を理解③情
報技術がもたらす社会的影響を理解④情報技術者
が遵守すべき法令と制度を知っている、これらの
能力を身につけられることを想定しています。発
展を続ける情報技術社会の中で本書を役立ててい
ただければ幸いです。
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